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中村遼

1

JANOG56 Meeting, 2025/7/30



広がる生成AIの活用領域
•ネットワーク運用でも生成AIはどう活用できるのか？

•どのような用途で、どういった方法で使えるのか/使えないのか
•どれほど「使える」と言えるのかを評価するのもなかなか難しい
•みんなで手探るフェーズ
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JANOG 55の
発表プログラムより

https://www.janog.gr.jp/meeting/janog55/program-ja-timetable/
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2025年のShowNetをケーススタディに、
ネットワークの構築運用に
生成AIがどれほど役にたつのか

実験してみよう！
対象: 多種多様な機器で構成されるリアルなネットワーク
実験参加者: 100名を超えるネットワークエンジニア



実験環境: ShowNetの構築
•毎年6月のInterop Tokyo展示会場に構築される
世界最大のデモンストレーションネットワーク
•最新技術のデモンストレーションと検証実験
•出展社/来場者へのネットワーク疎通性の提供
•のべ828名でラック20本強のネットワークを
約12日で構築 + 3日間の展示会
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ShowNet 2025における生成AIの利用実験
• ShowNetの構築支援に特化したチャットボットを実装

• ShowNetの設計資料や過去の機器設定を検索し参照できる
•ネットワーク機器のCLIをリアルタイムに直接操作できる
•チケットシステムにアクセスしチケットを参照できる
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Retrieval Augmented 
Generation (RAG)

•生成AIが必要に応じてベクトル
ストアを検索

•取得したデータ(ファイルの内容)
を応答の生成に利用

•ベクトルストアに入れたファイル
• 昨年のShowNetの機器166台のConfig
• 今年のShowNetの設計資料の一部

• 計8427行のMarkdown (pptx to markdown)
• 今年のShowNetの運用ガイド

• 計1350行のMarkdown
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生成AIによるネットワーク機器のCLI操作
•プロンプトに応じてAIが
リアルタイムに機器の
CLIを操作する

• 機器に対して発行できる
コマンドを事前に与えて
いるわけではない
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• AIと機器のCLIを中継する
MCPサーバを実装

• https://github.com/upa/mcp-
netmiko-server

最終的には累計29機種69台のルータ・スイッチがAIから1回以上操作されました



チケットシステム(TTDB)の参照

• AIがチケットの一覧と、チケットの
内容を参照することができる

•例えば...
• 「NOC L2/L3に割り当てられている
チケットを一覧、優先度順にまとめて、
次に手をつけるべきチケットを提示」

• 全体の進捗状況を要約して報告させる
• ShowNet内製のチケットシステム、

TTDBのAPIを叩くMCPサーバを実装
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チャットボットの動作
動画では生成AIがリアルタイムに
• ネットワーク機器のCLIを操作
• チケットを参照
しています

On Youtube:
https://www.youtube.com/watch?v=lAa_sjzrdHc



生成AIの応答の評価
• 実験参加者は任意にチャットを利用し生成AIの応答に と をつける

• 応答に対する評価の付与自体はベストエフォート
• この評価をもとに、生成AIがどう使われ、どう役に立ったかを分析
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当日分析結果公開
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